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一
般
会
計
・
特
別
会
計　

�

１
、
審
査
の
総
括

　
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
19
年

度
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
、

下
水
道
の
四
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、

い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
処
し

て
作
成
さ
れ
、
数
値
は
帳
票
と

符
合
し
、
正
確
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

２
、
審
査
の
概
要

　

平
成
19
年
度
の
実
質
収
支
比

率（
赤
字
団
体
で
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
も
の
）は
6
・

7
％
で
あ
り
、
安
定
し
た
数
値

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
財
政
の
健
全
性
を
示
す

指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比
率
に

つ
い
て
は
、
83
・
6
％
で
あ
り
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
は
引
き
続

き
保
持
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
に
お
け
る
公
債

費
負
担
比
率
は
3
・
7
％
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
0
・
2
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
以
上
財

政
分
析
の
結
果
、
財
政
の
健
全

性
、
弾
力
性
に
つ
い
て
は
標
準

以
上
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

３
、
審
査
に
基
づ
く
意
見

　

次
に
地
方
公
共
団
体
の
運
営

の
目
的
は
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

町
財
政
が
漸
減
す
る
中
、
財
政

運
営
の
一
層
の
効
率
化
と
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
と
い
う
財
政
基
本
原
則
の
確

認
及
び
観
光
産
業
を
中
心
と
し

た
景
気
浮
揚
の
諸
施
策
が
実
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
後

期
基
本
計
画
に
則
り
、
今
後
と

も
新
し
い
時
代
に
は
ば
た
く
活

力
あ
る
湯
沢
町
を
目
指
し
て
ほ

し
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
町
税
の
滞
納
に
つ
い
て

言
及
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
税
収
入
が
年
々
減
少
す
る
中

で
滞
納
額
が
急
増
し
、
町
政
運

営
へ
の
支
障
が
憂
慮
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
税
収
納
に
つ
い
て
は
、
税

務
課
職
員
、
及
び
徴
収
嘱
託
員

だ
け
に
任
す
こ
と
な
く
、
役
場

職
員
一
人
ひ
と
り
が
現
状
を
強

く
認
識
し
、
一
丸
と
な
っ
て
滞

納
処
理
に
当
た
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。
も
っ
て
収
納
率
の
向
上

と
適
正
か
つ
公
平
な
税
務
運
営

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計�

　

１
、
審
査
の
対
象

　

水
道
事
業
・
病
院
事
業

２
、
審
査
の
方
法

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
事
業
の

決
算
書
類
が
法
令
の
規
定
に
よ

り
作
成
さ
れ
て
い
る
か
、
計
数

は
正
確
で
あ
る
か
、
数
値
を
帳

票
と
照
合
、
さ
ら
に
執
行
手
続

は
適
法
か
、
関
係
書
類
に
よ
り

調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
事
業
全
体
を
と
お

し
て
企
業
の
経
済
性
が
発
揮
さ

れ
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
が
図

ら
れ
た
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

３
、
審
査
の
結
果

　
各
事
業
の
決
算
は
、
い
ず
れ

も
法
令
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
計
数
は
正
確
で
あ
り
、

そ
の
内
容
及
び
予
算
執
行
状
況

に
つ
い
て
も
、
概
ね
予
算
の
定

め
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

４
、
審
査
の
概
要

○
水
道
事
業

　

有
収
水
量
が
今
年
度
も
減
少

を
続
け
、
油
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
、
経
営
の
根
本
と
な

る
給
水
収
益
の
今
後
大
幅
な
増

加
が
見
込
め
な
い
こ
と
は
、
大

き
な
不
安
要
素
で
あ
り
ま
す
。

○
病
院
事
業

　

本
事
業
会
計
は
、
医
業
収
益

の
全
額
を
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
た
こ
と
に
伴
う
交
付
金

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の

費
用
分
と
経
営
健
全
化
交
付
金

が
資
金
不
足
に
な
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
平
成
19

年
度
決
算
で
は
1
億
3
千
万
円

を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
た
も

の
で
す
。
現
行
の
指
定
管
理
者

と
し
て
の
契
約
上
で
は
こ
の
よ

う
な
決
算
と
な
る
こ
と
は
や
む

を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
医
療
の
核
と
し

て
「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
、
か

か
り
つ
け
病
院
」の
構
築
に
務

め
ら
れ
、
各
種
健
診
、
人
間
ド

ッ
ク
等
の
活
動
を
積
極
的
に
行

い
な
が
ら
、
本
事
業
会
計
の
経

営
の
安
定
、
向
上
に
努
力
さ
れ

る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
す
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率�　

　

19
年
度
か
ら
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」に
お
い
て
指
標

が
設
け
ら
れ
、
比
率
の
公
表

が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

 
決
算
審
査
報
告

代
表
監
査
委
員 

高 

橋 

昌 

也

１
、
普
通
会
計

①�

実
質
赤
字
比
率（
基
準

14
・
97
）

・�

赤
字
比
率
は
収
支
が
黒
字

と
な
っ
て
お
り
発
生
し
な
い
。

②�

連
結
実
質
赤
字
比
率（
基

準
19
・
97
）

・�

赤
字
比
率
は
収
支
が
黒
字

と
な
っ
て
お
り
発
生
し
な
い
。

③�

実
質
公
債
費
比
率（
基
準

25
・
00
）

・�

公
債
費
比
率
は
8
・
6
と

な
っ
て
お
り
良
い
状
況
で
す
。

④�

将
来
負
担
比
率（
基
準

350
・
00
）

・�

負
担
比
率
は
15
・
8
と
な

っ
て
お
り
良
い
状
況
で
す
。

２
、
事
業
会
計

①�

資
金
不
足
比
率（
基
準

20
・
00
）

・�

水
道
事
業
会
計
、
病
院
事

業
会
計
と
も
資
金
不
足
比

率
は
発
生
し
て
い
な
い
た

め
、
良
い
状
況
で
す
。


